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問　

「
宇
都
宮
市
空
き
家
等

の
適
正
管
理
及
び
有
効
活
用

に
関
す
る
条
例
」
は
、
３
月

議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で

可
決
成
立
し
た
。

　

７
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
本

格
的
な
空
き
家
対
策
が
始
ま

る
が
、
条
例
の
特
徴
を
生
か

し
、
条
例
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、
現
在
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

７
月
か
ら
の
条
例
施
行

に
向
け
、
広
報
紙
や
自
治
会

回
覧
な
ど
に
加
え
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
組
織
や
自
治
会
連

合
会
に
対
し
説
明
を
行
い
、

幅
広
い
市
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。

　

条
例
の
施
行
後
は
、
指
導

に
加
え
、
命
令
や
緊
急
措
置

な
ど
、
従
来
よ
り
も
個
人
財

産
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応

を
行
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、

客
観
性
や
公
平
性
の
確
保
が

重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
、

基
準
な
ど
に
つ
い
て
庁
内
の

対
策
委
員
会
で
十
分
に
議
論

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
建
築

士
や
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

で
構
成
す
る
空
き
家
等
対
策

審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、

条
例
の
適
切
な
運
用
に
向
け

た
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
空
き
家
等
の
問

題
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に

密
着
し
て
お
り
、
地
域
と
の

連
携
・
協
力
に
よ
る
対
応
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
管
理

が
不
十
分
な
空
き
家
等
を
発

生
さ
せ
な
い
活
動
に
対
す
る

地
域
へ

の
補
助

制
度
を

設
け
た
。

櫻井 啓一
（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
北
関
東
中

核
都
市
の
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

ほ
か
）
②
行
政
改
革 

③
非
常
勤
嘱

託
員
の
任
用
の
あ
り
方 

④
も
っ
た

い
な
い
運
動
の
推
進 

⑤
都
市
魅
力

の
創
造 

⑥
森
林
被
害
へ
の
対
応
と

観
光
へ
の
活
用 

⑦
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
難
視
対
策 

⑧
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
の
設
定

浅川 信明
（自民クラブ）

山本 正人
（市民連合）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
住
民
投
票
条
例
制
定
の
直
接
請

求 

②
交
通
政
策
基
本
法
と
交
通
問

題 

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
④
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い 

⑤
が
ん
予
防
対
策

Ｌ
Ｒ
Ｔ
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
見
解
は

増渕 一基
(自民党)

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
中
心
市
街

地
の
活
性
化
ほ
か
）
②
大
雪
に
よ

る
農
業
被
害
対
策 

③
保
健
福
祉
行

政
（
認
知
症
対
策
ほ
か
）
④
ホ
テ

ル
・
旅
館
に
対
す
る
火
災
予
防
対

策 

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援 

⑥
八
幡
山
公
園
へ
の
指
定
管
理
者

制
度
導
入 

⑦
図
書
館
に
よ
る
地
域

課
題
解
決
支
援

空
き
家
条
例
施
行
に

向
け
実
効
性
確
保
を

舟本　肇
(自民クラブ)

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
制
120
周
年 

②
中
心
市
街
地
の

活
性
化 

③
道
路
冠
水
や
河
川
の
氾

濫
箇
所
の
対
策 

④
都
市
基
盤
河
川

奈
坪
川
改
修
事
業 

⑤
子
宮
頸
が
ん・

乳
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
向
上
対

策 

⑥
高
齢
者
の
介
護
施
策

狭
い
道
路
の
空
間
確

保
へ
市
の
指
導
は

綱河 秀二
（公明党）

問　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

教
訓
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防

災
士
機
構
が
認
証
す
る
「
防

災
士
制
度
」
が
生
ま
れ
た
。

　

防
災
士
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
躍
し
、
地
域
の
防
災
力

向
上
に
貢
献
し
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
で
も
地
域
防
災

力
向
上
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
、
日
本
各
地
で
防
災
士

の
育
成
に
取
り
組
む
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。

　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
地
域
の
防
災
力
を
強

化
し
て
い
く
た
め
、
防
災
士

の
育
成
を
推
進
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

防
災
に
関
す
る
知
識
を

多
く
の
市
民
が
身
に
つ
け
る

こ
と
は
地
域
防
災
力
の
強
化

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
も
研
修
会
や
講
演

会
の
開
催
、
出
前
講
座
、
地

区
防
災
訓
練
で
の
指
導
な
ど

を
通
し
て
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
25
年
度
は

「
自
主
防
災
会
役
員
研
修
会
」

を
「
自
主
防
災
会
役
員
・
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
」
に
改
め
、

女
性
の
参
加
も
呼
び
か
け
な

が
ら
参
加
者
の
拡
大
を
図
っ

た
ほ
か
、
研
修
内
容
の
充
実

に
取
り
組
ん
だ
。

　

防
災
士
は
、
民
間
の
資
格

と
し
て
既
に
取
得
し
活
躍
し

て
い
る
市
民
も
い
る
が
、
市

と
し
て
は
、
各
種
訓
練
や
救

命
講
習
会
な
ど
も
含
め
様
々

な
機
会
を
通
し
て
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
、
防
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て

い
た
だ
き
人
材
を
育
成
し
て

い
く
。

地
域
防
災
力
強
化
へ

防
災
士
の
育
成
を

※シクロクロス…オフロードで行われる自転車競技のこと※ＨＵＧ…避難所運営ゲーム　　ＤＩＧ…災害図上訓練

問　

26
年
度
よ
り
、
市
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
、
中
心

市
街
地
で
同
時
に
開
催
さ
れ

る
ウ
ェ
ル
カ
ム
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
の
実
施
体
制
が
変
わ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
26
年
度

の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ク
リ
テ

リ
ウ
ム
を
ど
の
よ
う
に
盛
り

上
げ
て
い
く
の
か
。

答　

今
年
度
は
、
ク
リ
テ
リ

ウ
ム
が
５
周
年
の
節
目
と
な

る
こ
と
か
ら
、
開
催
前
の
約

一
週
間
を
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

ウ
ィ
ー
ク
と
称
し
て
、
宇
都

宮
城
址
公
園
で
の
シ
ク
ロ
ク

ロ
ス
の
レ
ー
ス
を
皮
切
り
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
ほ
か
、
街
な
か
で
の
フ
ラ

ッ
グ
や
大
型
ポ
ス
タ
ー
の
掲

出
な
ど
、
市
民
と
一
体
と
な

っ
て
大
会
の
歓
迎
ム
ー
ド
を

高
め
て
い
く
。

　

大
会
当
日
の
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
レ
ー
ス
で
は
、
開
催
時
間

を
３
時
間
に
拡
大
し
、
子
ど

も
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
新
た
に
車
道

上
に
エ
キ
サ
イ
ト
ゾ
ー
ン
を

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

臨
場
感
の
あ
る
観
戦
環
境
を

創
出
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
新
た
に
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
配
置
や
、

県
外
か
ら
の
観
戦
者
に
対
す

る
観
光
施
設
や
飲
食
店
で
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、
レ
ー

ス
以
外
で
も
市
の
魅
力
を
感

じ
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
も
て
な

し
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

※

人
口
減
少
社
会
で
も

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
せ
よ

問　

日
本
創
生
会
議
の
試
算

で
は
、
２
０
４
０
年
時
点
で

人
口
減
少
に
よ
る
消
滅
可
能

性
都
市
は
、
全
国
の
約
50
％

と
の
報
道
が
あ
り
、
市
で
も

27
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

に
転
じ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

 

①
市
の
将
来
人
口
を
ど
の

よ
う
に
見
通
し
て
い
る
か
。

 

②
国
で
は
、
関
連
法
の
改

正
な
ど
、
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形

成
に
関
連
す
る
動
き
が
進
ん

で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

①
２
０
５
０
年
の
市
の

総
人
口
は
約
43
万
８
千
人
と

な
り
、
現
時
点
よ
り
約
７
万

８
千
人
減
少
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
人
口
構
造

に
つ
い
て
も
、
０
歳
か
ら
14

歳
ま
で
の
年
少
人
口
が
約
２

万
３
千
人
、
15
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が
約

10
万
９
千
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口

が
約
５
万
４
千
人
増
加
す
る

と
推
計
し
て
い
る
。

　

②
今
後
、
減
少
す
る
人
口

規
模
に
適
応
し
、
身
近
な
場

所
で
質
の
高
い
生
活
を
送
れ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

高
度
な
都
市
機
能
が
集
積
し

た
都
市
拠
点
の
形
成
や
、
地

域
拠
点
で
の
市
民
の
日
常
生

活
に
必
要
な
機
能
な
ど
の
立

地
や
居
住
の
集
約
、
ま
た
、

拠
点
間
を
結
ぶ
公
共
交
通
の

充
実
な
ど
、
拠
点
の
形
成
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向

け
た
具
体
的
な
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事

業
、
創
業
支
援
体
制
、
中
心
市
街

地
の
定
住
促
進
、
使
用
済
小
型
家

電
の
資
源
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ

の
対
応
状
況
、
い
じ
め
防
止
対
策
、

市
税
収
入
の
確
保
に
向
け
た
今
後

の
対
策
）

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
５
周
年

に
向
け
た
取
り
組
み
は

問　

５
月
28
日
現
在
で
の
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
利
用
意
向
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
回
収

率
が
27
・
２
％
と
、
低
い
現

段
階
で
の
数
字
で
は
あ
る
が
、

自
動
車
か
ら
の
転
換
は
期
待

で
き
な
い
結
果
で
あ
り
、
あ

ま
り
に
も
少
な
い
需
要
予
測

は
、
流
動
的
で
信
憑
性
に
欠

け
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て

現
時
点
で
の
見
解
は
。

答　

現
在
実
施
中
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は
、
最
低
限
の
需

要
見
込
み
の
精
度
を
高
め
、

通
勤
に
お
け
る
ピ
ー
ク
時
需

要
な
ど
を
推
計
す
る
た
め
、

沿
線
の
清
原
工
業
団
地
な
ど

の
従
業
者
を
対
象
に
実
施
し

て
お
り
、
で
き
る
限
り
多
く

の
回
答
を
得
ら
れ
る
よ
う
回

収
率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

自
動
車
か
ら
の
転
換
率
は
、

12
・
４
％
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
、
企
業
バ
ス
を
除
く
、
自

家
用
車
な
ど
か
ら
の
転
換
率

と
し
て
見
込
ん
で
い
た
3.6
％

を
現
時
点
に
お
い
て
大
幅
に

上
回
り
、
需
要
の
増
加
や
採

算
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
企
業
バ
ス
利
用
者

に
つ
い
て
は
「
実
際
に
運
行

し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
と

「
利
用
し
な
い
」
と
の
回
答

を
合
わ
せ
、
28
・
９
％
で
あ

る
が
、
約
半
数
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ

と
は
別
ル
ー
ト
の
企
業
バ
ス

利
用
者
か
ら
の
回
答
に
よ
る

も
の
と
捉
え
て
お
り
、
残
り

の
要
因
も
、
今
後
分
析
を
進

め
る
中
で
把
握
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
芳
賀
工
業
団
地

な
ど
の
回
答
を
含
め
、
詳
細

な
分
析
を
行
う
と
と
も
に
有

識
者
の
意
見
も
得
な
が
ら
ピ

ー
ク
時
需
要
な
ど
の
推
計
に

つ
な
げ
て
い
く
。

ぴ
ょ
う

し
ん

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
防
災
減
災
対
策
の
推
進
に
向
け

た
建
築
物
の
耐
震
改
修 

②
公
共
建

築
物
長
寿
命
化
推
進
計
画 

③
橋
梁

長
寿
命
化
修
繕
計
画 

④
道
路
施
設

の
長
寿
命
化 

⑤
上
下
水
道
施
設
耐

震
化
基
本
計
画 

⑥
Ｈ
Ｕ
Ｇ
・
Ｄ
Ｉ

Ｇ
の
積
極
的
活
用 

⑦
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化 

⑧
防
災
教
育
の
推
進

⑨
危
機
管
理
部
門
の
機
能
強
化

※

問　

狭
い
道
路
に
面
し
た
敷

地
は
、
建
物
の
新
築
・
増
改

築
の
際
に
、
道
路
の
中
心
線

か
ら
２
ｍ
後
退
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
後
退
部
分
に

植
木
な
ど
を
植
え
て
、
通
行

を
妨
げ
て
い
る
道
路
が
あ
る
。

　

①
植
栽
も
撤
去
し
な
け
れ

ば
建
築
確
認
済
証
を
交
付
し

な
い
と
い
う
対
応
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
建

築
確
認
申
請
の
際
の
指
導
は
。

　

②
常
日
頃
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
、
建
築
確
認
時
点

と
違
う
内
容
が
と
ら
れ
た
場

合
に
は
、
厳
し
い
指
導
と
措

置
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

答　

①
建
築
確
認
申
請
前
に
、

建
築
主
な
ど
と
狭
あ
い
道
路

の
後
退
用
地
に
つ
い
て
、
市

の
管
理
か
自
己
管
理
か
の
事

前
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
後

退
部
分
に
障
害
物
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
、
建
築

確
認
済
証
を
交
付
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
後
退
部
分
を
自

己
管
理
し
て
い
る
一
部
の
方

は
、
樹
木
を
植
え
る
な
ど
管

理
不
全
な
状
態
が
見
受
け
ら

れ
る
た
め
、
今
後
と
も
事
前

協
議
時
に
後
退
用
地
を
市
で

管
理
す
る
こ
と
へ
の
協
力
を

強
く
求
め
、
速
や
か
な
舗
装

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
道
路

空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

②
後
退
用
地
の
所
有
者
な

ど
に
対
し
、
道
路
空
間
を
保

全
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
文
書
を
送
付
す
る
な
ど
、

意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、

現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

管
理
不
全
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
速
や
か
な
是
正
指
導
を

行
う
こ
と
で
、
実
効
性
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

き
ょ
う

▲ジャパンカップクリテリウム

審 議 結 果

3

◎会派略称と所属人数
　自民党：自由民主党議員会(11人）、自民クラブ：自民クラブ（10人）、市民連合：市民連合（6人）、公明党：公明党議員会（6人）
　統一：統一会派 フォーラム・みんな（5人）、共産党：日本共産党（2人）、改革：議会改革クラブ（1人）、
　環境：環境と健康を守る会（1人）、未来：未来への架け橋（1人）、びじょん：Forシングルびじょん（1人）

※1 賛成5人、反対1人　　　※2　賛成1人、反対4人　　　※3　賛成2人、反対3人　　　※4　賛成2人、退席3人

会 派 の 態 度

結　

果

結　

果

会 派 の 態 度

市

長

提

出

議

案

陳
　

情

議
員
案

補正
予算

条

例

そ

の

他

・一般会計（第2号）
・特別会計（都市開発資金事業）（第1号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

○ ○ ※1 ○ × × 欠 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

× × 退 × × ○ 欠 ○ × ×

× × × × × 退 欠 × × ×

× × ○ × ※2 ○ 欠 ○ × ×

× × 退 × × ○ 欠 ○ × ×

× × ○ × ※3 ○ 欠 ○ × ×

○ ○ ○ ○ ※4 ○ 欠 ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

原
案
可
決

制定
・宇都宮市職員の配偶者同行休業に関する条例
・宇都宮市学校教育問題対策推進条例

一部改正
・宇都宮市税条例等

・宇都宮市行政財産使用料条例及び宇都宮市下水道条例
・宇都宮市市営自転車競走実施条例
・宇都宮市景観条例
・宇都宮都市計画事業平松本町第三土地区画整理事業施行条例
・宇都宮市火災予防条例
・宇都宮市体育施設条例

・宇都宮市監査委員の選任（櫻井啓一氏、舟本肇氏）
・市の境界変更
・市の境界変更に伴う財産処分に関する協議
・市町の境界変更
・市町の境界変更に伴う財産処分に関する協議
・損害賠償の額の決定及び和解
・市道路線の認定及び廃止
・字の廃止

・「介護・医療総合確保法案」の撤回についての意見書の提出を求
める陳情（陳情第63号）

・ドリームプールかわちの入札に関する陳情（陳情第64号）

・「労働法制の改悪に反対し、良質な雇用を求める意見書」の提出
を求める陳情（陳情第65号）

・「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出
を求める陳情（陳情第66号）

・労働者保護ルール改定反対を求める意見書提出に関する陳情（陳
情第67号）

・人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申
・精神障がい者相談員の法制化を求める意見書

原
案
可
決

採
択

不
採
択

原案
可決

答申
意見書

市長提出
議案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○専決処分した事件の承認 原案
承認

○ ○ ○ ○ ○ 退 × ○ ○ ○工事請負契約の締結（一条中学校改築工事） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○工事請負契約の締結（一条中学校改築空調設備工事）

自

民

党

自
民
ク
ラ
ブ

市
民
連
合

公

明

党

統

一

共

産

党

改

革

環

境

未

来

び
じ
ょ
ん

自

民

党

自
民
ク
ラ
ブ

市
民
連
合

公

明

党

統

一

共

産

党

改

革

環

境

未

来

び
じ
ょ
ん

賛成は「○」、反対は「×」、退席は「退」、欠席は「欠」と表記しています。なお、会派内で態度が分かれた場合は「※」としています。
各会派の所属議員や議員個人の賛否については、ホームページで公開していますので、ぜひご覧ください。

第 ３ 回 臨 時 会

６ 月 定 例 会

・精神障害者相談員の法制化を求める意見書提出に関する陳情（陳
情第62号）


